
一般情報など
（1） 認定ＮＰＯ法人化について
　8月18日（月）午前10時から午後6時まで約7時間にわたって、神戸市役所の

認定ＮＰＯ担当職員2名がＢＪ事務所（森事務局長自宅）に来訪し、過去6年間の

ＢＪ会計資料、事業活動報告資料、理事会・総会議事録等が完備されているかどうかを

調査された。特に直近2年間については、入出金の１件1件について入出金伝票、総勘定元帳、領収書控えをチェックされて、疑問点があれば問われた。

当法人側は、山田理事長、森事務局長、宮北事務局員、花房会計、南川会計補佐で対応した。

法人組織としての管理・運営が適正・厳格に処置されているかどうかを見るという趣旨での
訪問調査であった。

合否判定結果は後日に連絡されるとのことであり、あとは待つのみとなった。

（2） 8月24日開催のＢＪ理事会の結果について
　　　　　日時：8月24日（日）13時～17時
      場所：名古屋市中京大学内　０号館（センタービル）80Ａ教室

　　　出席者：定足数19名のうち、出席者9名・委任状提出者9名で会議は成立した。
      議事結果の概要：詳細は追って議事録配付するが、概要としては以下のようになった。
1． 第４回ジャパンオープン国際大会2015（横浜）の基本計画について

　　　平成27年11月1日（日）～3日（火）の3日間、横浜YC&ACにお
いて総額約3百万円の予算で開催するという計画で、独立行政法人

日本スポーツ振興センターの助成金申請書を年内に提出することが、
承認・決定された。なお、この助成金が認められなければ、この大会
は実施しないことになる。
2． 2014年度日本選手権大会収支予算および2015年度の方向付けについて
　　　　2014年度（平成26年度）男女ペアーズおよび男女シングルス日本

選手権大会は合計で102名の出場申し込みがあり、登録費収入とし
て46万9千円となった（この数値は、年度予算書の計画値80名、
40万円を上まわるものであった）。
これを、本選出場者の交通・宿泊費補助として20万7千円(44%)、
上位入賞者賞金として10万8千円(23%)、賞品として8万4千円
(18%)、大会開催経費として7万円(15%) に配分し、支出する計画が
承認・決定された。

　2015年度の計画については、いくつかの議論があったが、大学生

以下の若者に対する交通・宿泊費補助を増額してより参加しやすく

すること、優勝者ポロシャツは本人の体格にあわせたものを後日に
授与する、および前年度優勝者は次年度本選には着用して出場する

ように義務付けること、を追加した上で基本的には2014年度の計画

を踏襲することが、承認・決定された。
3． 2015年度のＢＪ主催大会の年間スケジュール計画について
　　　　　会議資料として提案された年間スケジュール計画に若干の修正

　　　　を加えたものが、承認された。後日あらためて議事録に添付して

配付するので、これを基本案として各支部等にて煮詰めていくこと

にする。
4． 事務局員報酬の見直しについて
　　　　　今年度の予算計画で承認・決定したばかりの報酬額を年度途中で
　　　　見直しするのはいかがなものかという意見もあったが、赤字見込み

　　　　が見通された時点で有効な改善策を早急に取るためには、この報酬

額を早期に削減・直しすることはやむを得ないものとして、承認・
決定された。
5． ＢＪ内規集の見直しについて

　　　　　会議資料として提案されたＢＪ内規集（見直し版）が、いくつか

の字句修正などを加えた上で、承認・決定された。

後日、各理事にあらためて配付する。

6． その他
　　　　　　　　　　　　　　自由意見の交換において、当法人の活動目的である「ローンボウルズ
の普及・促進と競技力のレベルアップ」の達成のためには、もっともっ
と会員を増やさねばならぬ、特に若い層の会員を増やさねばならぬ、
そのためにはＩＴ技術やマスメディアの力を利用したＰＲをもっと
活発にせねばならぬ、という意見が出され、ほぼ共通認識とされた。
（3） アジア・パラリンピック大会ローンボウルズに参加が正式決定
10月15日～25日まで韓国　仁川で開催される上記大会に出場する選手の審査のための

面接が8月3日（日）午後2時に東京の日本障がい者スポーツ協会の建物内において持たれ、

日本障害者ローンボウルズ連盟から児島久雄（会長）、笠谷武志、笠谷真理（事務局長）の
3名が出席の結果、その後に「インチョン2014アジアパラ競技大会　日本代表選手団」に
児島久雄選手、植松博至選手、植松寿子コーチが正式に決定したとの通知があった。

（4） 第10回アジア地区選手権大会出場選手決定
4月30日発行のＢＪブリテン108号にて大会募集要綱を公表し、6月末日期限として

募集していた上記大会への出場選手については、募集期限までにちょうど募集定員数に一致する下記の男子５名、女子５名の応募があり、国際委員会にて検討の結果、承認・決定され７月末日に主管元の中国ローンボウルズ協会(China Multi Bowls Association)へエントリー手続きがなされた。
(男子)森紘一,合田純二,國頭隆雄（以上学園ﾜｲｽﾞ）,奥田昭（ALBC）,野上哲男（ﾀｯﾁｬｰｽﾞ）

(女子)合田洋子,森弘子（以上学園ﾜｲｽﾞ）,西條和子,垣内紀子（以上ALBC）,野上京子（ｶﾅﾀﾞ会）

   なお、その後８月に入ってから主管元から開催日程および会場が都合により次のように
変更になったとの連絡が入った。
日程：2014年12月8日(月)から17日(水)まで（１０日間）

会場：中国　深圳
（5） World Bowls（Bowls Japanの上部団体）の会長が交代

8月にイギリスのグラスゴーで開催されたCommonwealth Games大会に合わせて開催されたWorld Bowlsの年次総会において2014－2015年度の会長選挙が行われ、2012年度に会長に選任されWorld Bowls の改革に取り組んだオーストラリア出身のJoe Aaronsはわずか2年で退陣することになった。代わりに選ばれたのは保守系とみなされるイギリス出身のJohn Bellであった。得票差は極めて僅差であり、投票権を有する44ケ国のうち実際に投票した有効票37票のうちJohn Bell が獲得したのは16票、Joe Aarons が獲得したのは12票、その他の候補者に投票されたのが4票＋3票＋2票＝9票あり、票が割れていなかったらまた別の結果が出たかも知れないというものであったとのこと。

議題で、ＢＪにも関係のあるものは次の通り。

1） アジア・オセアニア地区を担当する理事としてオーストラリアのKaren Murphyが選ばれた。

2） World Bowlsの年会費が2016年度から値上げされる。値上げ額当初案は否決されたのであらためて見直しされた上で決定される予定。

3） 国際ルールブックの第3次改定版が承認され、2015年度4月から適用される。

　特にルールの大幅変更はないが、ルールブックの体裁としてはかなりの変更となる。

4） 2016年度の世界大会はニュージランド　クライストチャーチで開催され、その予選会は2015年度にニュージランド　クライストチャーチで開催されるアジア太平洋大会となる。本選出場国は各種目ごとに決定される。

5） 2020年度の世界大会はオーストラリア　ゴールドコーストで開催され、その予選会は2019年度にオーストラリア　ゴールドコーストで開催されるアジア太平洋大会となる。本選出場国は各種目ごとに決定される。
2014年8月の行事、活動などの結果
（１）SVリーグ2014年度前期大会 （第9，10節）
主催：BJ兵庫支部

主管：SVリーグ実行委員会（リーダー：グリーン、記録：学園ワイズ、会計：ALBC）
日時：8月6日（水）、23日（土）12:30～16:00　　　
場所：しあわせの村ローンボウルズグリーン
結果：8月23日終了後の結果成績順位は次の通り。
	順位
	1位
	2位
	3位
	4位
	5位
	6位
	7位
	8位
	9位
	10位
	11位
	12位

	チーム名
	神戸ｸﾞﾘｰﾝ
	ALBC

-C
	ﾀｯﾁｬｽﾞA 
	カナダ会
	ﾀｯﾁｬｽﾞB
	ﾀｯﾁｬｽﾞD
	ﾀｯﾁｬｽﾞC
	兵庫車椅子 
	ALBC

-A
	学園　B
	学園A
	ALBC

-B

	勝点
	 39
	 35
	 33
	 33
	 32
	 32
	 27
	 25
	 22
	  15
	  15
	  12

	点差
	+69
	+11
	+27
	+24
	+36
	+35
	+33
	-61
	-17
	-39
	-42
	-76


（２）Aリーグカップ2014年後期大会（第3，4節）
主催：Aリーグ実行委員会
場所：明石公園ローンボウルズグリーン　
日時：8月3日（日）、17日（日）12:45～16:00　 
結果：8月17日終了後の結果成績順位は次の通り。
	
	A-1リーグ

	A-2リーグ

	１位
	佐藤充子（ＡＬＢＣ）       47点
	野上哲男(タッチャーズ)       43点

	2位
	角田　信（タッチャーズ)     44点

森　紘一（学園ワイズ）      44点
	福井加代子（ＡＬＢＣ）       40点


	3位
	小野叶子（ＡＬＢＣ）  　    42点
	大杉正樹（カナダ会）         37点


（３）ローンボウルズ中崎リーグ戦(8月度) 
　　　　　主催：ローンボウルズ中崎
　　　　　日時：8月11日(月)、18日（月）　12:30～17:00
      　　場所：明石市中崎遊園地内ローンボウルズコート（天然芝、4リンク）

      結果：
	
	8月11日
	8月18日

	1位
	赤木泰二（LB中崎）
	藤川辰美（ＡＬＢＣ）

	2位
	山根英輝（LB中崎）
	神田　勉（LB中崎）

	3位
	関　政美（ＡＬＢＣ）
	船引啓吾（神戸グリーン）


（４）男女シングルス日本選手権大会の愛知・関西地区予選会
主催：ＢＪ技術・競技委員会
場所：明石公園ローンボウルズグリーン
日時：8月30日（土）、31日（日）9:00～17:00　

　　　　　競技結果：男子は愛知、高知および関西地区から20名の出場があり、5グループに分かれ
て一人6ゲームを戦い、勝ち点および得失点差で順位を決めた。
女子はわずか4名の出場であったが、総当たり戦で一人3ゲームを戦い、勝ち点およ
び得失点差で順位を決めた。いずれも1ゲームは10エンドまたは11点先取制で行っ
た。甲南大学および高知大学からの初出場選手らが健闘したことが特筆される大会で

あった。
男子の上位4名、女子の上位3名が11月1日、2日に立川で開催する本選大会への
出場権を得た。

	
	
	
	
	
	

	順位
	選手（所属クラブ）
	結果成績
	順位
	選手（所属クラブ）
	結果成績

	1位
	奥田　昭(ALBC)
	6勝0敗,⊿=+50
	1位
	前林典子（中崎）
	3勝0敗

	2位
	宮崎宗久(ﾀｯﾁｬｰｽﾞ)
	6勝0敗,⊿=+35
	2位
	松浦美月（高知）
	2勝1敗

	3位
	ﾗｯｾﾙ･ﾌｫｰｻｲｽﾞ(神戸)
	5勝1敗,⊿=+34
	3位
	加藤裕木恵（神戸）
	1勝2敗

	4位
	植田友巳（愛知）
	5勝1敗,⊿=+27
	次点
	森　弘子（学園ﾜｲｽﾞ）
	0勝3敗

	次点
	日下隆夫（学園ﾜｲｽﾞ）
	5勝1敗,⊿=+23
	
	
	


（５）垂水健康公園合同練習会
　　　　　主催：NPO法人ローンボウルズ日本兵庫支部　[担当委員：前林、児島、旭]  
　　　　　日時：8月19日（火）9時～13時
      場所：神戸市立垂水健康公園テニスコート
      結果：20名が参加した。
（６）関東地区で「夏を爽やかに！スポーツ＆フラワーフェスタ」に参加した。
東京都レクリエーション協会から、ローンボウルズ普及活動の一環として「夏を爽やかに！スポーツ＆フラワーフェスタ」の「スポーツ体験コーナー」運営協力の要請が有り、関東支部として出展を行った。ローンボウルズ・コーナーへは毎日50名ほどの参加者があった。
１、フェスタ開催日時　：　平成26年8月2日（土）、３日（日）、10:00～16:00
２、開催場所　：　東京テレポート駅前、シンボルプロムナード公園「夢の広場」
３、開催目的　：　2020年東京オリンピックへの気運盛り上げ、臨海副都心の活性化と
　　　　　　　　　　        ブランド力向上、スポーツの普及・振興を図る参加型イベント
４、体験教室　：　芝生広場で実施したが、ローンボウルズ用に比較的平らな
５ｍ×３０ｍの芝生面を確保して頂きました。
（７）「東京都オリンピック・パラリンピック準備局との顔合わせ」に出席
8 月５日に黒沢関東支部長が上記の会議に出席し、ローンボウルズについてＰＲした。

出席メンバーは次の通り。

東京都オリンピック・パラリンピック準備局　４人

　　　　　　東京都レクリエーション協会　4人

　　　　　　日本レクリエーション協会　１人

　　　　　　準加盟団体　　クッブ協会、オーストラリアンフットボール協会、レクリエーション卓
球連盟、タッチ協会、カバディ協会、フラ・タヒチ協会、

　　　　　　　　　　健康太極拳協会、ローンボウルズ日本　
ＰＲ内容は、ローンボウルズ競技の国際大会のハイアラーキー、アジア地域の状況、日本の
首都東京に国際規格のグリーンが無く、国際大会が開催出来ない事などを説明。

２０２０年の東京オリンピックの種目に入ることを大目標に、東京に国際規格のグリーンの
実現に向けての関係方面の協力をお願いした。

2014年9月以降の計画、予定
（１）SVリーグ2014年度前期大会(第11,12節)

主催：BJ兵庫支部
主管：SVリーグ実行委員会
リーダー： 神戸グリーン倶楽部 （船引啓吾、大杖 昇、大畑 泰）　　

会計： ＡＬＢＣ （入江和俊、奥田 昭、藤川辰美）

記録： 学園都市 （合田純二、森 紘一、合田洋子）　
場所：しあわせの村ローンボウルズグリーン
日時：9月3日（水）、27日（土）12:30～16:00　　　
　　競技内容：ペアーズ戦を２ゲーム行う。一人４球×80分時間制
（２）Aリーグカップ2014年後期大会(第5,6節)

主催：Aリーグ実行委員会
場所：明石公園ローンボウルズグリーン
日時：9月7日（日）、21日（日）12:45～16:00　
参加申込み：事前申込みは不要。当日、会場への来場で可。
なお、9月6日（土）１０時～１５時は初心者体験教室を開催する。 
（３）中崎リーグの9月の開催予定
　　　　　主催：ローンボウルズ中崎
　　　　　日時：9月1日、15日、
いずれも月曜日　12:30～17:00  （雨天の場合は次週に順延）
場所：明石市中崎遊園地内ローンボウルズコート（天然芝、4リンク）
　　　　　募集人員：max.24名（当日自由参加）。組み合わせは、当日抽選により決定。
                    参加申し込みはローンボウルズ中崎　前林さんまで
（４）垂水健康公園合同練習会
　　　　　主催：NPO法人ローンボウルズ日本兵庫支部　[担当委員：前林、児島、旭]  
　　　　　日時：9月9日（火）9時～13時
      場所：神戸市立垂水健康公園テニスコート
      内容：参加人数によりペアーズ戦またはトリプルズ戦にて3～4ゲームを行う。
　　　　　　チーム編成は、当日朝の抽選により決定する。　
（６）チャレンジボウル大会
主催：ＮＰＯ法人グループわ
主管：Wingローンボウルズクラブ（窓口：松井康有氏）
場所：しあわせの村ローンボウルズグリーン
日時：9月6日（土）8:45～16:30　

内容：募集締め切りすみ。26チームが参加。

ペアーズ戦。一人3球×8エンド戦を4ゲーム行う。
（７）男女ペアーズ日本選手権大会
主催：ＢＪ
場所：明石公園ローンボウルズグリーン
日時：9月13日（土）、14日（日）8:45～17:00　

内容：各地区予選会を勝ち抜いた代表チームによる日本選手権大会。
　　　男子は、関西・愛知地区より９チーム、関東・北海道地区より2チーム、

前年度チャンピオンのタッチャーズ宮崎（宗）・坂本（紘）チームの
合計12チームが出場。

　　　女子は、関西・愛知地区より5チーム、関東・北海道地区より1チームの合計

　　　6チームが出場。

（８）男女を問わないペアーズの全国オープン大会
主催：ＢＪ
主管：北海道ローンボウルズクラブ

場所：石狩市茨戸CC内ローンボウルズグリーン
日時：9月27日（土）、28日（日）9:00～16:00　

内容：参加申し込み受け付け中。

9月10日締め切りで北海道ローンボウルズクラブ佐々木麻利さんまで
（９）神戸市長杯秋季大会
主催：Aリーグ実行委員会
場所：明石公園ローンボウルズグリーン
日時：9月28日（日）8:45～17:00　

内容：男女を問わないトリプルズ戦。
参加申し込み受け付け中（残り2枠あり）。

9月10日締め切りで神戸学園都市ワイズクラブ森　紘一さんまで

（１０）男女を問わないトリプルズの全国オープン大会
主催：ＢＪ

主管：ＢＪ兵庫支部
場所：しあわせの村ローンボウルズグリーン
日時：10月4日(土)、5日（日）

内容：参加申し込み受け付け中。

ＡＬＢＣクラブ　奥田　昭さんまで
（１１）ミックスペアーズ全国オープン大会
主催：ＢＪ

主管：YC&AC
場所：横浜YC&ACローンボウルズグリーン
日時：10月19日（日）8:45～17:00　

内容：近々に募集案内を配信予定
（１２）フレンドシップ・ファイナル大会
主催：神戸タッチャーズ
場所：しあわせの村ローンボウルズグリーン
日時：10月26日（日）8:45～17:00　
内容：近々に募集案内を配信予定

（１３）ＢＪ兵庫支部運営委員会開催
場所：しあわせの村
日時：10月25日（土）9:00～11:30　

議題：追って連絡の予定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成26年8月31日（通巻第112号）


ボウルズ・ジャパン　ブリテン


　　　　　　　　　　　発行元：NPO法人「ローンボウルズ日本」　総務委員会
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